




【キーワー ド】聞 く力 ・教師の支援 ・スキャフォールデ ィング ・最近接発達領域 ・スパイ
ラルアプローチ
1,は じめに
日本語の聴解教育において、学習者の 「聞 く力」を向上させ るために、 さまざまな方策
が とられている。文脈理解、文法についての知識(統 語論的知識、意味論的知識)、話の前
提 となる常識 ・知識、暗記すべきもの(あ い さつ ・慣用句 ・連語な ど)、文型、図式(ス キ
ーマ)な どについてあ らかじめ知識を与え、学習者にr聞 く」手がか りを与える方法や、
聴解をr自 分でコン トロールできない音の流れについて頭の中で雑多な処理 を行わなけれ
ぱならない複雑な認知過程」と捉え、処理時間が多 くかかると思われる初級の学習者には、
意味の塊 と塊の間のポーズを長めにおいたものを使用する場合 もある(河 野1990)・
また学習方法としては、言語要素の細かな部分か ら出発 して次第に文や発話、文章 ・談話
全体へ発展 させて いく従来型のボ トムア ップ方式 と、ある言語表現を理解 させ るために、
社会的 ・文化的な背景や言語的 ・非言語的な文脈か ら1.11発して、個々の情報を理解 した り・
特定の課題 を達成 した りす るトップダウン方式が考え出されている・そ して・二の トップ
ダ ウン方式を取 り入れることで、聴解行動の さまざまなスキル を発動 させる二とができる
とし、本当の意味での聴解能力を養 う教育 とい うものが模索されている(加藤1999)。
そ して、その他にも音声面や人問の記憶 システムなど、様々な方面からの研究がおこなわ
れている。
このように、学習者のr聞 く力」を向上 させ るために数多 くの方策が考えられているの
だが、本 当にこれ らの方法を実践すれば、学習者の聴解力が向上す るといえるのだろ うか。
実際の授業の中で学習者 と対峙 しているのは教師である。教室が、教師と学習の対話で成
り立ってい るとす るならば、方法論だけではなく、教師の有効な支援が学習者 の 「聞 く力」
の伸長を左右するのではないだろ うか。
そ こで本論では、方法論からだけでは見えてこないr聴 解教育にお ける教師の支援のあ
り方」について、考察を試みたいと考える。そ して、その一つの方法として、学習者への




業 を振 り返 りながら検討 し考察 していく。
2,ス キャフォールディングとはなにか
スキャフォールディングとは、学習者が新 しい理解 ・概念 ・能力を発 達させよ うとする
とき、教師がお こなう一時的で体系的な支援=足 場づ くりのこ とを指す。つま り、学習者
が白分では うまく扱 うことのできないタス クを達成できるように した り、理解を発展 させ
た りす るの に必要な援助をするための教師の支援のことである。 しか しその支援は、単に
学習者がそ のタスクを成し遂げるのを助けるものではなく、いずれは学習者 自身が自らの
力で同様のタスクを成 し遂げ られ るよ うな知識 ・スキル を手に入れ られることを意図 した
支援を意味 している、そのために、学習者が徐々に力をつけてい くなかで、教師も支援の
量を徐々に減 らしていく。つまり、単な るr助 け」 とは違 うとい うことである。
では、どのような時に、スキャフォールデ ィングの有効性が発揮 され るのだろうか。学
習場面の構造を考えたとき、低度な挑戦で低い支援では、学習者のや る気はお きない し、
ほ とん ど学 習はおこらない。低度な挑戦で多 くの支援を行った場合 には、教室活動を楽 し
むかもしれ ないが多くを学ぶことはない。つま り多 くの学習がお こるのは、高度な挑戦で
多 くの支援 を受 けたときであり、そのよ うな時に学習者は自分の現在の能力を超えて、 さ
らに上へ と持ち上げられるという。 これは、 ヴィゴツキーの 「最近接発達領域」の概念 と
深い関係がある。r最近接発達領域」 にっいてヴィゴツキーは以下のように定義 している。
r最近接発 達領域 とは、独力による問題解決によって判定され る(学 習者の)実 際の発達
水準 と、教師の指導下、あるいは自分 より能力の高い仲間と協働することを通 じて判定さ
れ る潜在的な発達水準の間の範囲のことである」
っま り 「最近接発逮領域』とは、新たな学習が起こりうる範囲の上の境界と下の境界=
領域 を示 したものであり、学習者が 「最近接発達領域」の範囲内で学習す るなかで、教師
が媒介的な支援 をする役割 を果たす ことにより、学習者の理解や知識 を拡大す ることがで
きた ときに 「学習」が起こると考えられるのである。
また 「最近接発達領域」は、教師 と学習者がある特定のタスクに一緒に取 り組む際 に、
両者の対話を通 して協働で形成 され るものであ り、効果的なスキャフォールデ ィングにょ







まず1つ めに、教材の問題がある。前章で述べた とお り、高度の挑戦で多 くの支援を受
けたときに学習が進 むのであるとするな らば、使用す る教材 は学習者 にとって レベル的 に
多少高めのものを選定したほうがよい とい うことになる。そのためにも、教師 は、学習者
の 「聞く力」の レベルがどこにあるのかを熟知 していなければな らない。
つぎに、高度な挑 戦をいかにスキャフォールディングす るかであるが、この場合有効 と
考えられる学習方法に 「スパイラルアプ ローチ」がある。 「スパイ ラルアプローチ」 とは、
ある項 目を学習 したあと、次にその学習 した内容に新 しい情報を少 しずっ付 け加えなが ら、
螺旋階段を上が るように徐々に学習を高い段階に高めていく学習方法のことである。つ ま
り、学習者 にとって高度と思われ る教材 も、学習者の発達段階にあった方法で指導す るこ
とで理解 させることが可能であ り、学習者 のr学 び∫の段階が上がるにつれ、同 じ教材 を
前回よりも高度な形で再学習させ、最終的 にはその教材を理解 させ ることができると考え
る。
そ して、最 も重要なのが、教師 と学習者 の対話によるスキャフォールディングである。
学習を、他者 との関わ りの中で生まれるものであると考えるな らば、教室内で教師の働 き
かけがもた らす効果は、かなり大きい と思われる・た とえば語彙の説明の時、教師が一方
的に意味を説明す るのではなく、rこれ と同 じ意味の言葉はなにか」とい うように、学習者
に質問 しなが ら答 えを導き出す ことで、教師と学習者、または学習者同士の双方向の教室




この章では、実際の授業でどの ような教材が使われ、どのよ うな授業の流れがあ り、ど
のよ うなスキャフォールディングがお こなわれ、それが どのよ うに学習者の 「聞 く力」に
結びついてい くのかを検証 したい と考える。例 としてあげるのは、別科聴解6レ ベルのク
ラスを対象 にお こなわれた聴解の授業である。
授 業 日日寺;2004イF6月14日3日 寺β艮
対象 ク ラス:聴 解6レ ベル
教材:NHK首 都 圏ニ ュー ス 「見 通 し良好 死角あ り」
この授業をとりあげた理由は、 「使用教材が学習者の レベルよ りも高かったはずなのに、
学習者はニュースの内容を正確に把握することができた」 ことから、学習者の 「聞 くカ」




別科聴解 のクラスは、主にNHKで 実際に流されたニュースを使い、学習者に生の もの
を聞かせ ることで、聴解力 をつけさせ ることを目的 と してい る。今回の授業で取 り上 げら
れた 「見通 し良好 死角あ り」のニュースも、NHK首 都圏ニュースのなかで、特集 とし
て9分 程度にまとめられたものである。
ニュースの内容は、r見通 しのよい交差点で、なぜ車の衝突事故が多発す るのか。その原
因は人問の目の特性にあ り、 ものがはっき り認識できるのは全体の視野(180度)の な
かのわずか5度 であ り(中心視野)、残 りの周辺視野 では動かないものには反応が鈍い。つ
ま り、同 じスピー ドで左右から近づいてきた車は、周辺視野の中でずっと同 じ位置に止ま
っているようにみえるため、気づかれにくく、この ような衝突事故が発生 して しまったと
考 えられ る。 こうした 目の特性をふまえ、事故が多発 している交差 点に、白と赤で色分け
されたポールを設置す ることで事故を未然に防ごうとす る取 り組みがは じまっている」が
概略 となる。一見す ると難易度の高い教材であ り、新出語彙 もr死角、出会い頭、中心視
野、周辺視野、特性」などの専門用語 も多 く使われていることか ら、キー ワー ドが聞き取
れ なければ内容把握 も困難 と、思われるようなニュース教材である・しかし実際の授業では、
多 くの学習者がキー ワー ドを類推 しなが らも聞き取 り、内容把握において もほとんどの学
習者がかな りの量をま とめあげた。これ らは、使用教材 が学習者のもつ聴解 レベル よりも
高度なものであったにもかかわ らず、あとで述べるような教師のスキャフォールディング
により、 「聞 く力」の レベルが引き上げ られ ものと思われる。つま り、スキャフォールデ ィ






1)導 入は特 にな し(これか ら見るニュースの内容 に関して、何のイ ンフォメーシ ョンも
与えない)
2)全 体視聴(概 要理解)
・ニュース を1回 通 しで視聴させ、簡単な メモをとらせる
・メモをもとに、要 旨をまとめる
・何人かの学習者に、自分のまとめた要旨を発表させ る





・聞き取れていなかった部分は、 もう少 し短 く切って(1,2文)内 容確認 をす る
・新出語彙や文型の確認をお こなう
4)練 習
・内容を理解 しているか どうかを確認す るためのワークシー ト 〔段落 ごとの内容について、
正確に聞き取れているかがわかるような問題 を4題 含んだもの一例 汀3.警 察は、 ど
んな対策を とりま したか」)を配布 し、ニュースをも う1度全体視聴 させ、 ワー クシー
トに記入させ、回収
5)発 展練習
このr発 展練習」については、院生担当のデ ィベー トだったため、本論文では特に触れ
ないこととする
以上、この授業のながれを、前章の 「スパイラルアプ ローチ」の考え方か ら検証 してみ
たい。 「スパイラルアプローチ」は、1つの教材を使って学習の レベル を低次か ら高次へ と
発展 させることで、学習者のr学 びユの段階をあげてい こうとするものであるが、この授
業でも低次か ら高次へ と学習 レベルをあげてい く方法が とられている。
まず導入であるが、ニュースの内容 には一切ふれず にいきな りビデオを視聴 させている。
これは、ニュースのポイン トがr人 間の 目の特性」 とい う口頭で説明 しても理解 できるよ
うなものではなかったために(情報を与えることで、かえって学習者を混乱 させて しま う〉、
あえて何の情報 も与えずに滉聴 させたもの と思われる。 また、学習者に先入観 をもたせな
い ことで、rどんな内容のニュースなのだろうか」い う学習者の興味を喚起することにも役
立っている。rニュースを見る」 とい うことに集中 させた低次 レベルの導入 と考えられ る。
次に、 「全体視聴」で要旨を把握 させる方法 も、全体 として どんな内容のものであったか
が分かれ ばよい形 になってお り、細かな部分の聞 き取 りは問題にせず、聞 き取れ た部分か
らの類推 で全体をま とめることもできる。その後、段落視聴 、部分視聴をお こない、正確
な聞き取 りを要求 していくことにより、高次レベルの学習へ と発展 させてい く。 内容理解
確認のワー クシー トも、段落ごとの内容を自分のことぱでまとめなければいけない形式に
な ってお り、これ は教材理解の最終段階に位 置していると考え られ る。
以上の観点から、授業の流れ 自体 も、学習者の 「学び」 を向上 させ る流れ になっていた
といえるであろ う。
さらに、聴解教育の性格上、同 じビデオを何度 も視聴す ることになるため、1回1回 に
聞 く意味を持たせ、学習者に飽き させない工夫が必要 となる。その意味でもこの授業構成
は、学習者にr聞 く」必然性をあたえることにも成功 していた と考えられ る。
一193一
●教師によるスキャフォールディング
以上、使用教材 ・授業の流れをふまえた上で、 この授業で どのよ うなスキャホールデ
ィングがおこなわれ、どのように学習者のr聞 く力』「学びユに結びついていったのかを検
証する。
授業の中で、教師がお こなったスキャフォールディングと思われる部分を抜 き出 してみ
たい。
・学習者が聞き取れ たものを、キー ワー ドとして1つ 挙げ させ る
r一さん、 どんな ことが聞き取れた?」
・rどんな場所で事故が起きているのですか?ど んな交差点?」
・r出会いが しら」って どんな意味?漢 字は?
・答え られない学習者の場合r一 さんは、 これ好 きではないのですね。きらいでも、 もう
一度よく聞いてみてください1
・学習者の一人 に 「人の 目の特性」について 口頭で説明させ ようとする。学習者が うまく
ま とめ られ ない とみるや、rじゃ、今の部分で どんな単語が聞き取れた?キ ーワー ドを
あげてみて くだ さい」 と学習者からキー ワー ドを引き出させ、それをもとに再度説明 さ
せ る。
・r一に限って」は、 どんな意味?例 をあげてみて
・rち らち らしている』は、ほかにどんな ときに使 う?
以上挙げたほかにも、教師によるた くさんのスキャフォールディングがおこなわれてい
た。上記に挙 げられたスキャフォールデ ィングか らも分かるよ うに、教師は答えを教える
ことは していない。分からない場合には、別の言い方を考えさせた り、類推 させた りして
いる。また、他の学習者の挙げた答えを聞いて(挙 げられたキー ワー ドなど)、自身では聞
き取れなか った部分が補足され、次の聞き取 りにつながっている。 さらにここで注日した
いのは、教師 と学習者の対話である。 ここには学習者の発話は乗せなかったが、上で挙げ
たよ うな教師からの働 きかけに、学習者は分からないなが らも何 らかの答えを導き出そ う
と努力 していた。そ してそれが完全ではない場合には、教師が さらに働 きかけをし(ス キ
ャフォールデ ィングを し)、さらに上の段階の 「学ぴ」へ と学習者を引き上げていくようす
が見て取れた。そ して最終的には、ほとん どの学習者が内容理解 のワー クシー トにおいて、
かな りレベルの高い要旨把握 をま とめあげたのである、また、学習者のようすに合わせ、






に声 を掛けた り、授業中も学習者が緊張 して答え られ ないようなことがない よ うな配慮を
お こなっていた。このような人間関係があって こそ、スキャフォールデ ィング も有効性を
発揮できるのではないかと考えられ る。
スキャフォールデ ィングの 目的 は、教師と学習者の対話におけるスキャフォールディン
グの中で学習者の 「学び」が引き上げ られ る二とで、学習者が決 して一人では達成できな
かった ものが、成 し遂げ られることにある。 この授業で、学習者は一人ではたぶん聞き取
ることのできなかったニュースを、教師、学習者同士の対話を通 し、 自分のもの としてい
ったといえるのではないだろうか。
5,ま とめ
以上、実際の聴解の授業を取 り上 げ、教師のスキャフォールディングが学習者のr聞 く
カ」r学び」にどう作用 していったのかを検証 した。この授業から見えてきたのは、教師 と
学習者の互いの相互作用の中か らr学び」が生まれてい くとい うことである。つまりそれ
は、聴解の方法論だけでは決 して達成 させることので きなかったものだといえるのではな
いだろ うか。
教師は、学習者が今 どの段階にあるかを的確に見極 めた上で、学習者の現在の レベル よ
りも高めな教材選定をおこない、学習者のr学 び」を段階的に引き上げていけるような授
業の流れを組み立て、 さらに学習者 との対話のなかで スキャフォールディングをお こなっ
ていく。その中に、学習者の聴解力 向上のための研究成果 を組み込んでい くことが、本来
の聴解教育のあるべき姿なのではないだろ うか。つま り、まずは方法論あ りきではないと
い うことである。
そ してこれは、聴解教育に限ったことではな く、 口本語教育をは じめ とす る教育の全て
の分野で考 えていくべきものである。学習者のr学 び」は、教師の支援によって大きく左
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